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Helliwel1(1)によれば，ホイッスラーの活動の季節変

化は，大分混入っている . 池磁気~~度目。以下と 620 以

上の処では，そ¢発生が冬季lζ1媛大を呈するが，52
0 と

620の間のはlでは，夏季'(1.1!大を呈するとのζ とてある.

1957年7月1!ヨ，国際地球観測i年(lGY)の開始以米，

豊JlI(地磁気路傍十24_50，203.5
0
) 及び稚内 Oi!lii設気

座際+35.30，206.00
) で観測12)(のしたのでは，冬季lと

極大，夏季に問ノj、を呈しているので， その点 Hel1iwell

の結果と一致している.

JGY開始以来 4年間の資料を，色々と調べている内

IC，太陽黒点の年変化とホイッスラ一発生数の年変化

が，かなり明徳K，i芝相関をしていることに気付いた，

発生数の多い冬空宇について統計して見ると ，関 iのHi'と

なる.

その内， (1)は，稚内において，毎年の11月から翌年3

月lζ至る冬季を中心とした 5カ月間のホイフスラ一発生

総数， (2)は，会5カ月間の傍月の黒点 1s平均発生数の

和， (2')は各 i年s!司の黒点 l日平均発生数であるが， こ

れよりも， (2)の方が合理性が高いと忠、われる .(3)は，冬

季稚内で， 1.カ月間lこ発生したホイッスラーの最大数，

4)は， (1)と|司じものの豊川での観iHlj結果，(5)は，(3)と|司

じものの豊川での観測結果を示す.

そ乙で，(2)と(1)， (3)， (4)， (5)との問の相関係数を取る

と次表の様になる.

太陽黒点とホイッスラ一発生回数
(年変化〉

図L

が， ~主電強度の低い時qζよく観測されること，及び，長

波が吸収される様な大気構成の~，は dawn chorusと

hissが生ずる事を報じているが， 乙れらと関連させて

考えると，太陽黒点が少い時lζホイッスラーが多いこと

は，Austinの結果とは合ヮているし，又， HelliwellCll 

の報告からも ， dawn chorusと hissが，地磁気活動

の著しい時，従って太陽活動の烈しい時lζ増し，しかも

それは空電強度の少い時だというのだから，著者の只今

の結果と矛盾する処がない.勿論，ホイッスラ一発生の

頻度は，太陽と地球との相対位置と地磁気緯度fr_基くカ

強い大きな季節変化が最も著しい事は言うを待たない.

総 相関係数| 局

(2)と (11 -99.4% I稚内

(2)と ゆ -98.1% I グ

(2)と (41 1 -91.6% I登

(2)と (51 I -94.2% グ
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少くとも，豊11i，稚内の燥な地磁気緯度の低い処では，

太陽活動とホイヲスラ一発生頻度とは，逆相関になって

いる乙とが明白となった.

音， Austin(4)は， 1924年から1926年迄の 2年間，r_， 

空電の強度を測定し，その年変化は勿論，毎月の関係で

も，太陽黒点数と'!J!_電強度とが，逆手日開になっている事

を示した.又， Helliwell (1)は dawnchorusと hiss
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太陽活動の感衰と空電及ホイ ッスラーの活動とが，逆相

関の関係にあるのは，D層の吸収ということが，原因の

1つであろうと思われるが，断言はし維い。
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